
 

 

六
年
生 

詩 
 
 
 
 
 
 

（
教
科
書 

光
村
） 

 

 
 

生
き
る 

 
 

 

谷
川
俊
太
郎 

 

第
一
時
（
二
時
間
扱
い
の
第
一
時
） 

 
 目

標 ・ 

詩
「
生
き
る
」
の
楽
し
さ
を
知
り
、
暗
唱
し
よ

う
と
す
る
。 

 
 ○ 

準
備
（
教
科
書
と
鉛
筆
一
本 

視
写
用
紙
） 

○ 

想
像
・
連
想
し
ま
し
た
か
。
感
想
は
。 

 

〈
区
画
〉 

一
連
一
区
画
で
五
区
画 

 

一 

よ
む
（
音
読 

五
名 

各
連
一
名
ず
つ
） 

 

○ 

席
順
に
、
大
き
な
声
で
ゆ
っ
く
り
と
読
む
。 

○ 

聞
き
手
は
、
立
腰
、
集
中
し
て
聴
く
。 

○ 

読
後
、
読
み
手
と
聞
き
手
を
評
価
す
る
。 

 

二 

と
く
（
読
後
感
の
整
理
の
話
し
合
い
） 

 

○ 

題
目
（
詩
の
輪
郭
を
確
認
す
る
） 

 

・ 

（
生
き
る 

谷
川
俊
太
郎
）
と
板
書 

・ 

各
連
の
書
き
出
し
の
工
夫
（
繰
り
返
し
） 

・ 

頭
韻
と
脚
韻
、
体
言
止
の
効
果
、
リ
ズ
ム 

・ 

「
生
き
る
」
と
「
生
き
て
い
る
」 

◎ 

ひ
び
き
（
詩
の
種
＝
気
付
き
・
発
見
の
予
想
） 

 

・ 

生
き
て
い
る
（
今
）
生
き
る
（
先
）
決
意 

 

・ 

二
連
の
対
象
（
美
し
い
も
の
）
気
付
き 

・ 

四
連
の
対
象
（
い
ま
）
気
付
き 

○ 

手
引
き
（
視
写
の
指
示
）
プ
リ
ン
ト
配
布 

・ 

二
、
四
連
の
気
付
き
を
考
え
な
が
ら
視
写 

三 

よ
む
（
手
引
き
に
従
い
黙
読
） 

四 

か
く
（
視
写 

教
師
も
板
書 

工
夫
し
て
） 

 

○ 

し
っ
か
り
は
っ
き
り
と
視
写 

○ 

机
間
巡
視
し
て
書
き
ぶ
り
を
確
認
し
評
価 

 

五 

よ
む
（
音
読 

二
名 

連
一
名
ず
つ
） 

六 

と
く
（
板
書
部
分
に
つ
い
て
話
し
合
う
） 

 ○ 

語
義
（
難
し
い
語
句
の
解
消
）・
区
分 

二
連
〈
そ
れ
は 

ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
→
家
庭
科 

 
 

す
べ
て 

出
会
う 

か
く
さ
れ
た 

 

美
し
い 

注
意
深
く 

こ
ば
む
〉 

四
連
〈
ど
こ
か
で 

産
声 

傷
つ
く 

 

ぶ
ら
ん
こ 

過
ぎ
て
ゆ
く
〉 

 

・
区
分
（
問
と
答
、
答
え
を
二
区
分
） 

◎ 

心
（
詩
の
種
の
確
認
） 

〈
二
連
〉 

 
・ 

生
き
る
こ
と
の
明
＝
美
し
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

暗
＝
か
く
さ
れ
た
悪 

 

・ 
ど
う
生
き
る
か
→
出
会
う
、
こ
ば
む 

 

・ 

詩
の
種
は
、
答
え
の
ど
っ
ち 

・ 

か
く
さ
れ
た
悪
→
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

〈
四
連
〉 

 

・ 

現
実
＝
地
球
全
体
＝
同
時
＝
一
枚
の
絵 

 

・ 

つ
い
忘
れ
て
い
る
→
時
間
の
経
過 

 

 

・ 

詩
の
種
は
。（
詩
に
は
、
飛
躍
が
あ
る
） 

○ 

余
韻 

こ
の
詩
を
覚
え
よ
う
。 

 

七 

よ
む
（
全
員
で
黒
板
の
詩
を
音
読
） 

 

・ 

指
音
読
（
鞭
の
指
揮
で
音
読
） 

・ 

暗
唱
（
最
初
の
字
か
漢
字
を
残
し
て
） 

 

〈
板
書
事
項
〉 

  
 

 

― 

て
い
る 

今 

 
 

 

生
き
る 

 
 

先 
 

谷
川
俊
太
郎 

― 

た 
 
 

前 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

問 

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と 

 
 

い
ま
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と 

 
 

 

そ
れ
は
ミ
ニ
ス
カ
―
ト 

 
 
 
 
 
 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

 
 
 
 
 
 

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス 

 
 

 
 
 
 

ピ
カ
ソ 

 
 
 
 
 
 

ア
ル
プ
ス 

 
 

 

す
べ
て
の
美
し
い
も
の
に
出
会
う 

― 
 

 
 

そ
し
て 

 
 

 

か
く
さ
れ
た
悪
を
注
意
深
く
こ
ば
む
こ
と 

   
 

 

生 

― 
 

 
 

い 

― 
 

 
 

い
ま
遠
く
で
犬
が
ほ
え
る 

― 
 
 
 
 
 

地
球
が
回
っ
て
い
る 

― 
 
 
 
 
 

ど
こ
か
で
産
声
が
あ
が
る 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兵
士
が
傷
つ
く 

― 
 
 
 
 
 

ぶ
ら
ん
こ
が
ゆ
れ
て
い
る 

― 
 
 
 
 
 

い
ま
が
過
ぎ
て
ゆ
く
こ
と 

   

２ 美しいもの ４ いま（時間）                

× 
・
・
・
・

＝ 



 

 

第
二
時
（
二
時
間
扱
い
の
第
二
時
） 

 
 目

標 

・ 

詩
「
生
き
る
」
の
構
成
が
分
か
り
、
暗
唱
で
き
る
。 

 

○ 

準
備
（
教
科
書
と
鉛
筆
一
本 

視
写
用
紙
） 

○ 

暗
唱
で
き
そ
う
か
な
。 

 

一 

よ
む
（
音
読 
五
名 

各
連
一
名
ず
つ
） 

○ 

読
（
席
順 

間 
声
）
聞
（
立
腰 

静
） 

○ 

読
後
、
読
み
手
と
聞
き
手
を
評
価 

二 

と
く
（
復
習
と
本
時
へ
つ
な
ぐ
話
し
合
い
） 

○ 

お
さ
ら
い
（
前
時
の
復
習
） 

 
 
 
 

 

 

・
四
連
→
（
４ 

時
間
） 

 

地
球
上 

今 

起
き
て
い
る
こ
と 

 
 
 

代
表 

五
つ 

↓ 

何
に
気
づ
い
た
か
（
過
ぎ
る
）
ど
う
す
る
！ 

・
二
連 

ど
う
生
き
た
い
と
決
意
し
た 

 
 
 

美
し
い
も
の
→
出
合
う 

悪
→
こ
ば
む
・
注
意
深
く 

悪
は
↓ 

美
し
い
も
の
に
か
く
さ
れ
て
い
る
。 

美
の
代
表 

五
つ 

外
来
語
→
（
２ 

文
明
） 

◎ 

承
接
（
前
を
受
け
て
本
時
に
つ
な
ぐ
） 

 

・ 

三
連
→
感
情 

一
連
→
感
覚 

五
連
→
自
然 

 

・ 

作
者
の
工
夫 

一
か
ら
五
連
の
並
べ
方 

○ 

手
引
き
（
視
写 

一
、
三
、
五
連
） 

・ 

一
、
三
、
五
連
の
気
付
き
を
考
え
な
が
ら
。 

 

三 

よ
む
（
手
引
き
に
従
い
黙
読
） 

四 

か
く
（
視
写 

教
師
も
板
書 

工
夫
し
て
） 

○ 

し
っ
か
り
は
っ
き
り
と
視
写 

○ 

机
間
巡
視
し
て
書
き
ぶ
り
を
確
認
し
評
価 

五 

よ
む
（
音
読 

三
名 

連
一
名
ず
つ
） 

六 

と
く
（
板
書
部
分
に
つ
い
て
話
し
合
う
） 

○ 

語
義
（
難
し
い
語
句
の
解
消
）・
区
分 

一
連
〈
木
も
れ
陽 

ふ
っ
と 

あ
な
た
〉 

三
連
〈
送
り
が
な 

自
由
〉 

五
連
〈
は
ば
た
く 

と
ど
ろ
く 

は
う 

 
 

 
 

愛
す
る 

ぬ
く
み 

い
の
ち
〉 

 

・
区
分 

各
連
（
問
と
答
、
答
を
二
区
分
） 

 
 

 
 

・ 

五
連
は
答
え
二
区
分(

重
な
り) 

◎ 

心
（
詩
の
種
＝
気
付
き
の
確
認
） 

〈
三
連
〉 

・ 

何
の
自
由
が
大
事
だ
と
＝
心 

 

・ 

心
の
自
由
＝
自
分
で
決
め
、
結
果
責
任
も 

 

〈
一
連
〉 

 
 
 
 
 

（
二
連
、
四
連
の
自
由
） 

・ 

一
連
で
の
自
由
＝
手
を
つ
な
ぐ 

 

〈
五
連
〉 

・ 

五
連
で
の
自
由
（
愛
） 

・ 

五
連
で
の
気
付
き 

人
を
愛
す
る
＝
自
然 

・ 
愛
の
気
付
き
と
同
時
に
「
手
の
ぬ
く
み
」 

 

 

・ 
「
愛
」
→
「
手
の
ぬ
く
み
」
で 

実
感
で
き
の
が
「
い
の
ち
」 

「
生
き
る
」
＝
「
い
の
ち
」
の
詩 

○ 

余
韻 

谷
川
さ
ん
の
詩
は
、
す
ご
い
な
あ
。 

七 

よ
む
（
全
員
で
黒
板
の
詩
を
音
読
） 

 

・ 

指
音
読
（
指
揮
棒
に
合
わ
せ
て
音
読
） 

・ 

暗
唱
（
最
初
の
字
か
漢
字
を
残
し
て
） 

  
 

  
 

 
 

 
 

 

〈
板
書
事
項
〉 

   
 

 

生 

― 
 

 
 

い 

― 
 

 
 

そ
れ
は
の
ど
が
か
わ
く 

― 
 

 
 

木
も
れ
陽
が
ま
ぶ
し
い 

― 
 

 
 

ふ
っ
と
或
る
メ
ロ
デ
ィ
―
を
思
い
出
す 

― 
 

 
 

く
し
ゃ
み
す
る
こ
と 

 
 

 

あ
な
た
と
手
を
つ
な
ぐ
こ
と 

  
 

 
 

ミ
ー 

プ
ー 

ヨ
ー 

ピ
ー 

ア
ー 

 
 

 
 

美 

出
会 

 
 

 
 

悪 

注
意
深 

 
 

 
 

 
 

 

生 

― 
 

 
 

い 

― 

泣
け
る 

― 

笑
え
る 

― 

怒
れ
る 

― 

自
由 

― 
 

犬
― 

地
― 

産
― 

兵
― 

ぶ
ー 

 
 

 
 

過
― 

 

生 

― 
 

 
 

い 

― 
 

 
 

鳥
は
は
ば
た
く 

― 
 

 
 

海
は
と
ど
ろ
く 

― 
 

 
 

か
た
つ
む
り
は
は
う 

― 
 

 
 

人
は
愛
す
る 

― 
 

 
 

あ
な
た
の
手
の
ぬ
く
み 

 
 

 

い
の
ち 

― 
 

２文明                                     ４時間                                     １感覚                                     ３感情                                     ５自然                                     

× 
・
・
・ 


